




 血清 CPK isozyme の分画法を開発し、各 isozyme の定量的測定を行ない、

Duchenne(D)型進行性筋ジストロフィー(PMD)の血清 CPK isozymeMB 型の意義づ

けを試みた。

＜方法＞

isozyme 分画法は、まず血清を 50ｍM Tris buffer pH7.5 で 4 倍稀根し、同じ

buffer で平衡化した DEAE-Sephadex A-50 の小型カラム(0.7×2.5cm)に apply

した。同 buffer 7ml で MM 型を溶出し、次いで 150mM NaCl を含む Tris buffer4ml

で MB 型を、さらに 300mM NaC1 を含む同 buffer 3ml で BB 型を溶出させた。CPK

活性は Rosalki の方法で尿中 Cr,Crn は Jaffe 反応で測定した。


